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6　インスリン療法を必要としたダウン症候群の

　女児例
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　ダウン症候群は精神発達遅滞をはじめ，幾つか

のしょうがいを併発する．まれではあるが糖尿病

との合併例の報告もある．

　症例は12歳の女児ダウン症候群であり，日常

生活では意昧のある言葉は話せず，入浴や排泄時

に介助を必要とする．多尿を主訴に当科を受診，

血糖値652㎎／d1，　HbAIc　1α4％（JDS）であっ

た，入院の上インスリン療法を開始し，血糖コン

トロールは安定した．自身でインスリン注射を行

えないため，退院後は朝夕にインスリン皮下注射

を行うこととした．また，通学先の養護学校と退

院後の学校生活の打ち合わせを行った．退院後，

HbAlcは5～6％で推移した．なお病型はGAD

抗体陽性であるなど，1型に類似していた．

　発達しょうがいを有する糖尿病症例には，病状

や生活環境に併せて治療法や生活の工夫を検討す

る必要がある．
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　終末糖化産物（AGEs；advanced　glyca60nend－

products）は糖尿病血管合併症の発症・進展，高

血圧，動脈硬化などに関与するものとして研究が

進められている．今回は糖尿病患者のAGEsを規

定する因子を明らかにし，合併症の予測因子とし

ての可能性を検討するため，当院外来通院中の糖

尿病患者121名の皮膚AF値（Auto且uorescene）

の測定をAGEs　Readerを用いて行い，各因子との

関連を解析した，eGFRと糖尿病罹病期間がAF値

と関連していた．AF値は腎症の進行に相関して高

くなり，日本人においても合併症の進行のマーカ

ーとして有用である可能性が考えられた，また3

年間の追跡調査で，平均AF値の高い群では，糖尿

病腎症と糖尿病網膜症の進行が早い傾向を認めた．
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　【目的】近位尿細管上皮細胞（fTEC）に発現し

ているエンドサイトーシス受容体であるメガリン

が糖尿病性腎症の発症・進展機序に及ぼす影響を

検討する，

【方法】モザイク型腎特異的メガリンノックアウ

トマウス（KO）群および対照群マウスに片腎摘

を行い，その後に高脂肪食（HFD）あるいは普通

脂肪食を摂取させ，3ヶ月後に解析を行った．ま

た，2型糖尿病患者68例の尿中メガリン（全長型

および細胞外領域型）排泄量をEHSA法で測定

し，臨床パラメーターとの関連性を解析した．

　【結果】HFD負荷マウスはprECにおけるリソ

ソームとオートファゴソームの形質を有するオー

トリソソームの蓄積および糸球体メサンギウム基

質の増加が認められた，これらの所見はいずれも

KO群において軽減した，また，尿中全長型メガリ

ンは正常アルブミン尿期から上昇し，病期の進行

に伴って増加した．さらにeGFRの低下，高リン

血症，貧血などとも相関した，

　【結論】メガリンは糖尿病性腎症の診断と治療に

おける標的候補分子と考えられる．


